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　今から２年程前のことになるが，東京へ遊びに

行った時に，時間潰しと思い立ち寄った本屋で，あ

る本が山積みされていた。ポール・R・シーリィ著

「あなたもいままでの１０倍速く本が読める」という

本だ。おそらくこれを読んでいる方の中にも，目に

した方，読んだ方がおそらくいるかと思う。私は，

本を読むことがあまり好きではなかった。というの

も，読むのに非常に時間がかかってしまうというの

が理由であった。そんな私は，そのタイトルを見て，

疑いながらも，とりあえず手にしてパラパラとペー

ジを開いてみた。

　まず，最初のページをめくってみると，ページの

真ん中に大きく「２５分で，この本を読んでみよう！」

と書かれてた。時間を潰すにはちょうど良いと思い，

試しに，その場で読んでみることにした。しかし，

実際にやってみると本当に２５分で読めてしまったの

である。要は，重要なパラグラフのみにチェックが

してあり，それだけを読めば大体の内容が理解でき

るということであったのだが，それで調子に乗って

しまった私は，そのまま購入することにした。つま

り，見事に，ポール氏の思う壺にはまってしまった

のであった。

　この本で提案されている「フォトリーディング」

という読書法は，本のページを写真（フォト）のよ

うな映像として頭に残すことで，読んでいくという

手法である。正直かなり嘘くさい内容であるが，「本

の内容を一字一句全て読むことはやめて，自分が必

要としている情報が得られれば，それで良い。」とい

う，ある意味開き直りともとれるこの姿勢が結構気

に入っている。また，この「フォトリーディング」

では，得た情報を効率的にメモするための「マイン

ドマップ」という方法や，時間（スケジュール）を

管理する方法など，様々な方法が紹介されているの

である。これらの方法を道具として使い，読書をし

ていくということを提案しているのである。そして，

この本を読んでいくうちに，著者は，「自分の目的

のために，如何に必要な情報を得て，物事を効率よ

くこなしていけば良いのか」という方法論を提案し

ているのであって，それの一例として，単に読書を

紹介しているのではないのかということに気がつ

く。このように「読書」というトピックの中だけで

終わっていない姿勢も，私は気に入っている。

　これらの姿勢は，今の世の中において，非常に重

要ではないかと思う。インターネットが一般家庭に

入り始めて長いこと経ち，良くも悪くも誰もが自由

に情報を発信できる時代である。掲示板では多くの

情報が書き込まれ，また，「ウェブログ（ブログ）」

という形式で，多くの人が日記のように毎日情報を

発信し，それらが相互にからみ合って，大きな情報

網ができあがっている。これらの中から自分にとっ

て本当に必要となるものだけを探し，知識として吸

収していくためには，やはりそのような姿勢が有効

なのではないかと思う。

　さて，ポール氏の思う壺にはまってから２年程経

つが，世間で，はまっていたのは私だけではなかっ

た。インターネットを通じてそのような人達が情報

交換しているのである。毎日読んだ一冊の本の書名

を日記代わりにブログで公開している人，受験勉強

に役立てようとしている人（効果は謎だが），など

様々である。嘘くさい内容でも，周りでやっている

人がいると，自然とモチベーションが上がってくる。

それのおかげなのか，私は現在も使い続けてしまっ

ている。日々のWebの情報閲覧から日常の読書ま

で，必要に応じて，とりあえず彼の方法を使ってみ

ている。私が昔買っただけで読んでいなかった多く

の本も，その方法で「読んだ」ということになって

いる。あの嘘くさい内容が本当に実現できているか

どうかは定かではないが，私が，以前よりも本に興

味を持ち，本を購入し本を開く回数が増えたのは確

かなようである。
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